
主催 公益財団法人がんの 子どもを守る会宮城支部 講演会
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長期療養 の 子 どもとそ の家族がさまざまな阻難に直面 して い る社会的

課尉を解決しようと取り組んで いる団体がN P O 法人r H O P E プ ロジ ェ クト｣ です｡

代表を つ とめる理事長の桜井なおみさんは ､ 特 に小児がん の治癒率は高まっ た

とは いえ自分も体験して ､ がんを経験しがんと共 に生きてい こうとする人たち
･ サパ イバ ー

にとっ て直面して いるの が就労問題であると指摘する｡ 治癒率が向上 したことで体験者が

増えるに従っ て彼らが持 つ 固有の問題を把握し改善に向けたプ ログラム支援括 掛 こ取り

乱んで いる｡ 今回は長期療養からの課題 から｢支壌プログラムJ を括用して 丁 歩騰み出し

前に進んでもらうため のスキ ルアップなどに つ いて話してい ただきます｡

講 演 : テ ー マ ｢ 長期療養の子どもたちに
`

生きる力
"

を｣

N P O 法人｢ H O P E プ ロ ジ ェクト｣ 理事長 桜井 なおみ

* 桜井なおみさんは ､ 2 0 0 4 年夏 ､ 3 7 歳で乳がんが発覚｡ その後自らのがん体験や社会スキルを活かして小児

がん ･若年性がん患者 の自然遊びの会(ボタニ か レキ ッズクラブ) を始 軌 設立 1 年を爽機に N ア0 法人 化

自ら仕事を持つ 傍ら､ 現在 N P O 法人 H O P E プロジ ュ 外理事長として､ サ′ 叫 ′く
- ′く - シップの啓発 ･ 普及

を目指して日々 奔康中である｡
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発育着

東北大学 小児科医師

体験者 筑波大学大学院生

体験者 多賀城市 主婦

母親の 立場 石巻市 主婦

◎聞合せ先 < 事務局 > 公益財団法人 がんの子どもを守る会宮城支部

代表幹事 斉藤 順子 0 8 0
- 5 5 7 0

-

9 8 7 6

副代表 佐藤 陽子 0 9 0
-

7 5 6 8
-

3 7 2 4




